令和〇年〇月〇日

株式会社○○
代表取締役社長　○○ ○○ 様

謹啓　清秋の候、藤井様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、先日は弊社主催の「次世代マネジメント研究会」秋季セミナーにて、ご多忙の中、貴重なお時間を頂戴し、講師としてご登壇賜りましたこと、心より御礼申し上げます。
藤井様には、かねてより本研究会の運営委員として様々な形でお力添えを賜っておりますが、今回のご講演テーマ「変化の時代におけるチームマネジメントと心理的安全性」は、参加企業の皆様から極めて高い評価をいただきました。当日は会場の座席が満席となり、急遽立ち見の対応をさせていただくほどの盛況ぶりでございました。
とりわけ、藤井様が長年の現場経験に基づいて体系化された「部下との対話における七つの着眼点」につきましては、講演後のアンケートにおいて回答者の九割以上が「非常に参考になった」と回答されるなど、突出した反響を頂戴いたしました。参加された企業の人事担当者様からは、「ぜひ社内研修の資料として活用させていただきたい」「動画教材として編集し、全国の支店に配信したい」といったお申し出も複数寄せられており、藤井様のご講演が単なる一時間半の講演にとどまらず、各社の組織づくりに具体的な影響を与えるものであったことを、改めて実感した次第でございます。
また、質疑応答の時間におきましても、参加者お一人お一人の質問に対し、具体的な事例を交えながら丁寧にお答えいただいたことで、単なる知識の伝達にとどまらない、実践的な学びの場を提供いただけたものと存じます。運営事務局一同、藤井様の誠実なお人柄と豊富なご経験に、改めて敬意を表する次第でございます。
今回のセミナーは、藤井様のご協力があってこそ大成功のうちに終えることができました。弊社といたしましては、今後も参加企業の皆様に真にご満足いただけるよう、テーマ選定から講師の人選に至るまで一層の工夫を重ねてまいる所存でございます。つきましては、来年度以降も引き続き高所大所よりご指導ご鞭撻を賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。
末筆ではございますが、藤井様の今後ますますのご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。
まずは書面をもちまして、ご講演の御礼のご挨拶とさせていただきます。
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